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１） はじめに 

耐候性鋼材のさびが安定した状態とは、何によって特定できるかについて、これまで多く調査研究がなさ

れてきた。腐食防食協会のさびサイエンス研究会では、単独の判定指標だけでは「安定した状態」を定義付

けることはできず外観を中心に総合的に判定する必要があると結論付けている。 
耐候性鋼材を使用する技術者は、「安定した状態」とはどのような概念を持ち合わせているのか、技術者

によってその概念が異なっていることを感じる。それが耐候性鋼材に対する要求性能であるとすれば、この

点を少しでも明確にすることが重要なこととなる。 
 耐候性鋼材を橋梁に適用した時に、要求を受ける本来の「安定した状態」とは、何かを改めて考察をした

い。この時の要求性能とは、耐候性鋼材（JIS G3114）を 1960 年代から使用してきた過程で慣例的に受け

入れてきたさび状態である。 
２）判定指標 
 安定した状態とは、直接的には、板厚の毎年減少量が微小値に安定した状態を指し、これにともなう均一

なさび外観を指している。その判定指標には、板厚の減少量からの判定（直接的）、さび外観評点からの判定、

さび層電気抵抗からの判定、さび組成からの判定、その他、さびの厚さ、さびの粒子、さびの粗密度などが

挙げられる。さびの外観とその均一性の評価には、客観的な数値化が難しい。しかし、耐候性鋼材の橋梁へ

の適用にあたっては、実はこの部分が非常に重要である。 
３） さび外観への要求性能 

できることなら、腐食せずにいつまでも美しい状態（構造物としての景観を損ねない程度の外観性を有す

る状態）を求めるが、さびが表面に露出した耐候性鋼材では、ある程度の譲歩が必要となる。これまで約半

世紀にわたり使用してきた過程から耐候性鋼材のさび状態として求められる程度を確認しておきたい。 
求められているものとは、腐食量と外観性で、これらが場所としてもある程度の広がりをもっていること

が必要である。特にこれまで一様な外観性が議論されていなかったが、これは暗黙のうちに要求を受けてい

たものと考えるべきである。 
表面処理剤によって耐候性鋼材の表面さびを改質させるものもあり、その狙いが着目を受けたが、その効

果については本来の耐候性鋼材の反応が遅いことがあり即評価されることがなかった。今日では、これらの

表面処理剤が実際に施工されて 10 年近く経過するためにある程度の評価が可能である。 
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   図－１ 腐食量の性能と安定状態 
 
 
 
                             図－２ さび外観の評価 
                              
 
 
 
 
 
    図－３ さびの組成から見た安定状態 
     
 
 
 
 
                                    建設 17 年後 
 
 
                                 図－４ さび外観実例その１ 
    建設当初            建設１年後           （一般的な例） 
   
                     
 
 
 
 
 
 
 
    建設当初 
                             建設８年後 
            図－５ さび外観実例その２（外観が安定しない例） 
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